
人と植物、屋根と屋根の隙間から
１ 有形文化財 小出邸 を参照した新築計画 ２ 設計趣旨１：既存要素の抽出（方形屋根による勾配が現れる空間＋縁側空間の拡張） 設計趣旨２：植物と人間の環境的共存

本設計は、堀口捨己設計の小出邸（有形文化財）を参照し、あらたに観
葉植物店＋住宅とした職住一体型の住宅の提案である。

小出邸外観 納戸

納戸

個室 個室

縁側

半屋外空間

寝室

休憩スペース

植物店

幾何学的構成・日本家屋の豊かさを生かし、屋根間の隙間から植物・
光や風など自然と共存する設計を目指す。

■建築構成
・半屋外空間・温室・屋内空間・テラスなど多様な種類の外部と連続し照度にムラ

のある空間を作り、多様な植物にとっての居場所を作る。

■環境解析手法
・植物にとって重要な光環境について解析を行い適切な環境を作る。

・植物にとって良い環境を設計したのちに人間にとっても良好な環境を植物の配置

計画を設計することで生み出す。

①構成主義的外観をより明快にする外観へ

②既存南側の縁側空間を拡張する
環境コンセプト図

多様な植物にとって

快適な光環境

植栽配置により

人間にも快適な光環境へ

２．人間にとって適切な光環境

適切な植物配置計画
１．植物にとって適切な光環境

屋外空間

高光量種

中～低光量種

半屋外空間

屋内空間
低光量種

方形屋根・陸屋根が嚙み合わさったような外観が特徴的

陸屋根の勝つ設計から
方形屋根の勝つ設計とし
方形屋根による勾配が

現れる空間へ

それらのスキマから
昼光・風が入り込み

自然と共存する設計へ

+

２階個室

縁側空間を拡張し

小出邸の和、植物と人間が共存する空間へ既存南側の縁側空間

３

陸屋根の勝つ設計

内部空間から外観の
特徴が見られない

既存の小出邸から新たな小出邸を設計



５
５

４ 敷地・依頼主設定

設計後 - 平面計画

小出邸を基とした新築計画 - 断面図

個室

納戸 寝室

LDK
浴室

玄関

食堂 居間

浴室

洗面室 洗面室

個室

個室

2 階平面図

１階平面図

既存小出邸

既存小出邸

既存小出邸 設計後

設計敷地

依頼主：鎌倉に住む 2 人暮らし 30 代夫婦

地階平面図

内部空間がただの店舗ではなく鎌倉を訪れた人・地元の人にとっての滞在の場所となるよう、

植物にとって良い環境はもちろん、植物が日射を遮り人間にとっても良い光環境となるように

配置計画を考える。

植栽 - 植物にとっても、人にとっても良い光環境へ８

応接室

キッチン

休憩スペース

植物店

植物店
（屋内）

植物店
（屋内）

植物店
（半屋外）

植物店
（半屋外）

植物店

植物店

植物店

事務室

植物店

半屋外空間

植物店事務室

個室

寝室

LDK

環境設計プロセス

300-15000lux と広い範囲で照度ムラのある設計

地階 1 階

屋外

屋内

屋内・半屋外・屋外が立体的に交錯し、様々な照度帯が現れる

背の高い高光量種により屋内への昼光導入が抑えられる

高・中光量種の配置により、人・低光量種にとって
昼光のみで快適な光環境が作られた

植物の種別ごと
に好む風速と植
物の配置が一致

半屋外

2 階

地階 1 階 2 階

地階 1 階 2 階

①植物配置前の光環境（UDI）解析

②高光量種配置後の光環境（UDI）解析

③中光量種配置後の光環境（UDI）解析

風解析

住宅部分 解析結果

低光量種：0.1m/s

高・中光量種
：0.2-0.5m/s

高・中光量種の観葉植物を配置

300-3000lux と人・低光量種にとって適した光環境へ

Failing Supplemental Acceptable Excessive

800 2000 5000 (lux)

中光量種低光量種 高光量種

Failing Supplemental Acceptable Excessive

800 2000 5000 (lux)

中光量種低光量種 高光量種

750mm)低光量植物生育・人に合わせた照度設定（床面から＋

Failing Supplemental Acceptable Excessive

100 300 3000 (lux)

薄暗い 昼光のみで快適 明るすぎる暗すぎる

地階

入口

エントランス

植物店
（屋内）

植物店
（半屋外）

エントランス

植物店
（屋内）

植物店
（半屋外）

エントランス

通路（半屋外）

入口（半屋外）

通路（半屋外）

アジサイ

ストレリチア
オーガスタ

パキラ

アルテシマゴム

フィカス
ウンベラータ

植物配置前
人にとって

昼光のみで快適
52.53%

植物配置後
人にとって

昼光のみで快適
66.50%

入口（半屋外）

通路（半屋外）

入口（半屋外）

AM：10000-20000lux
PM:5000-10000lux

3-6h/day
300～1000mm

( 鉢置台で高くする）

2000-4000lux
8-10h/day

1000～2500mm

3000-5000lux
8-10h/day

1000～3000mm

5000lux 以上
10-12h/day

1500～2500mm

5000lux 以上
10-12h/day

1500～2500mm

1 階 2 階

玄関

設計敷地：神奈川県鎌倉市山之内

江戸東京たてもの園にて小出邸に感動
→この造形を基に住宅を作りたい

人とも大の観葉植物好きで、その商いをしたい

・鎌倉の問題でもある
オーバーツーリズムによる
地元コミュニティの希薄化
→地域に開いた居場所も
ある植物店を作りたい

AA’ 断面図

応接室 玄関 食堂

個室納戸

植物店（半屋外）

コワーキングスペース

６

■解析条件：中間期：北・南から 2.5m/s ■解析結果

北風は建築に遮られて
風が届かない

→南風のみ解析 ２階　植物店

1F 植物店（半屋外）1F 植物店（屋内）

１F カウンターエントランス



9 人と植物、屋根と屋根の隙間から - 説明パネル
■設計者

Climate Studio

・UDI 解析

・外部風解析

FlowDesigner

名前：宮本 雄吏

所属：東京大学大学院
　　　工学系研究科
　　　建築学専攻

　　　前真之研究室１年

■使用シミュレーションツール

■風解析

■課題概要 ■光環境解析

1.5m

中光量種

１本スケールを合わせて再現

高光量種

３本スケールを合わせた樹木を

縦に重ねて再現

2.0m■サポート（指導教員、TA）

Design with Climate

・伊礼智（非常勤講師）　  ・田公ゆりか（TA）

・重村珠穂（非常勤講師）  ・下野明佳里（TA）

住宅建築家の伊礼智先生と ALGORITHM 
DESIGN Lab. 代表 重村珠穂先生のご指導のも
と、ハーバード大学が開発した最新の環境シ
ミュレーションツールである Climate Studio
を活用し、現存する建築物の光・通風を実測
とシミュレーションで評価し、改善方法を検
討する。江戶東京たてもの園の建物を 1 つ選び、
光・熱などの内部環境を現地調査し、Scanat
を利用して建物形状データを取得 Rhino 上で
トレースして 3 次元モデルを再現する。
Climate Studio で光環境・FlowDesigner で自
然通風を再現 改善手法を検証し改修案を提案
する。

Climate Studio における UDI 解析を使用。

Flow Designer による CFD 解析より外部風の解析を行った。

・解析条件
解析モード：定常解析
乱流：高レイノルズ数型 /k-εモデル
収束判定：-3.0

・解析領域
100m(x)*100m(y)*50m(z)

・メッシュ数
8259944 メッシュ

・外気条件
対象区域：郊外住宅地
風向き：真南（中間期）
風速：2.5m/s
観測点高さ：10m

EPW データ：ADL Tool を利用し、設計地に最も近い EPW データを取得

植栽の再現：Climate Studio にデフォルトで設定されている樹木を使用

照度レンジ設定：
Eliza Szczepańska-Rosiak, Jerzy Sowa, Katarzyna Mastalerz, Dariusz Heim:
Useful daylight illuminance for ornamental plants in buildings ‒ The method to 
design the green interior 2025 0301
より、UDI 解析時における低・中・高光量種の照度表示を設定

反射率設定
　屋根：全反射率 22.7% 粗さ係数 0.20 ―Aged galvanized steel
　階段：全反射率 42.7% 粗さ係数 0.05 ―Stainless steel sink
　天井：全反射率 54.5% 粗さ係数 0.20  ―Wood Panel Wall
壁・扉：全反射率 82.2% 粗さ係数 0.20 ―White Wall Plaster
サッシ：全反射率 40.3% 粗さ係数 0.00  ―Almond
　地面：全反射率 15.6% 粗さ係数 0.00  ―Weed Leaf

低光量種：800-2000lx

中光量種：2000-5000lx

高光量種：5000-11000lx

超高光量種：11000lx 以上

年間昼光解析において

800-2000-5000(lux)

の範囲で解析を行っていた

（5000lux を超えるとほぼ外部超高光量種（11000lx 以上）については解析の対象としない）

外観・内部空間の再構成、光・風環境解析より
幾何学的な要素と有機的な植物の共生を目指した新たな小出邸を提案する。


